
地域課題の発見・分析のための 

オープンデータ生成手法の設計と検証 

井上 絵理†  中島 円†  神武直彦†  

慶應義塾大学† 

   

 

 

1  はじめに 
自治体のオープンデータは地域課題の解決等に利用で

きる手段として各自治体で生成，提供が進められている．

しかし，様々な地域課題に対してどのような種類のオー

プンデータが利用できるのか，どのように市民への認知

を高めるか等，オープンデータの利活用促進に向けた課

題は多い．課題の一つとして，オープンデータの生成に

おける自治体と市民との共創が挙げられる．現在，オー

プンデータの生成手法として，自治体は市民のニーズを

直接把握することを目的にアイデアソンやアプリコンテ

スト等を開催している．しかし，これらのイベントはア

イデアやサービスの創出を目的としているため，地域課

題に必要なデータのニーズを把握することは難しい．一

方で市民団体が中心となって地域の建物や地域の情報を

集めて地図を生成するマッピングパーティ等，市民が自

らオープンデータを生成する活動が盛んに行われ，地域

課題の発見，分析に利用されている．これらから，市民

の活動や成果を活かし，自治体と市民が共創してオープ

ンデータを生成する手法の構築によって，多様なステー

クホルダが入り組んだ地域課題の解決が可能になると考

えられる．そこで筆者は自治体と市民が共創してオープ

ンデータを生成する手法としてのワークショップを設計

した．このワークショップ設計に至ったオープンデータ

の生成事例を行った知見も踏まえて設計の検証を行い，

本手法の今後の計画についても述べる． 

 

2 先行研究・先行事例 
オープンデータ生成において自治体と多様なステーク

ホルダとの連携は多様なニーズの把握や利用できるデー

タの生成のために重要である[1]．市民によるオープンデ

ータの生成は現在，表 1 のようにプロジェクト，イベン

ト，コンテスト，ワークショップなどの形式を通じて行

われている[2]．①から③は主催団体が主催して活動して

いる事例で，④，⑤は主に市民団体や有志の市民が不定

期に行っている活動だ．市民が生成したオープンデータ

は Open Street Map や Knowledge Connector 等で公開され

る．オープンデータを利用して創出されたサービスでは

ユーザが生成する情報やリアルタイム情報等，自治体が

提供する以外のオープンデータが多用されている[3][4]．

また，クラウドソーシングを通じて多様なステークホル

ダが創出するオープンデータも課題解決に有効だと考え

られる [5]．これらからオープンデータを活用したサービ

ス創出のために自治体と市民が協働するオープンデータ

の生成手法を構築する必要があるといえる．各地の自治

体等はワークショップの手法を用いて市民との合意形成，

情報提供を行っているが，ワークショップの手法は参加

者が主体的に課題に関わり，課題を発見，分析する手法

として有効であると考えられる[6]．  

  

 

3 オープンデータ生成手法の設計の背景 
3.1 オープンデータ生成手法の仮説 

 自治体と市民がそれぞれオープンデータを生成してい

るが，両者が生成するデータの種類，得意とする分野，

生成手法等は異なる．この自治体，市民のオープンデー

タ手法を組み合わせることで，地域課題に沿い，利便性

の高いオープンデータの生成が可能になるのではないか．

これを実現するため，地域課題の発見・分析を行うオー

プンデータの生成手法として，自治体が地域の多様なス

テークホルダと共に必要なデータを生成するワークショ

ップの設計が有効であると考えられる．このワークショ

ップを「地域共創データソン」（以下，データソン）と

名付け，オープンデータ生成手法の設計を提案する． 

3.2 オープンデータ生成手法設計の背景 

上記仮説を検証するため，以下に筆者らが構築したプ

ロセスからの知見を述べる． 

筆者らは多様なステークホルダが地域課題の解決を目

指してサービスを創出するためのアイデアソン，ハッカ

ソン等のプロセスを構築し，多様なステークホルダとの

オープンデータの利活用を検討していた川崎市に協力を

得て，川崎市宮前区でプロセスの実証を行った[7]．筆者

らはアイデアソンで参加者から地域課題の解決方法等の

アイデアと共にアイデア実現のために利用したいオープ

ンデータの要求を得て，ハッカソンで参加者が地域課題

を発見，分析し，解決するための手段として川崎市等が

集めたオープンデータを提供するプロセスを構築した．  

活動事例 形態 内容 
①WHERE DOES 

MY MONEY GO? 

Web 上のプロジェ

クト 
自治体の予算の使い方を

可視化する 
②LODチャレンジ アイデアソン，ハ

ッカソン，コンテ

ストなど 

オープンデータを使った

アイデア，サービスを募

集する 
③アーバンデータ

チャレンジ 

アイデアソン，ハ

ッカソン，コンテ

ストなど 

オープンデータを使った

アイデア，サービスを募

集する 
④マッピングパー

ティ 
ワークショップ 地域の施設，街情報等を

集め，open street mapで公

開する 
⑤Wikipediaタウン ワークショップ 街の施設や歴史等の情報

を Wikipediaに書き込む 
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表 1 市民による主なオープンデータ生成手法 
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アイデアソンで参加者が要求したデータは参加者が想

定し，実際に存在していないデータや非オープンデータ

もあったが，区内の地形データ，観光，農園情報，公園

情報等，区内の地域資源に関するデータ生成の要求を得

た．参加者の要求をもとに筆者らはハッカソンで宮前区

のガイドマップや情報誌等 37 種のデータを紙媒体やデジ

タルデータで参加者に提供した．そのうち，アイデアソ

ンを踏まえて宮前区の既存のガイドブックに新たに緯度

経度情報を付してデータを生成，提供した．また，ハッ

カソン期間中に，参加者から区内の施設等に関する位置

情報の生成を依頼され，筆者らが新たにデータの生成を

行った．ハッカソンでは参加者は新しく生成したデータ

を中心に利用した一方で提供したデータにない住民の声

データや写真データ，店舗データ，交通データを自ら収

集し，オープンデータとして生成を行った．  

3.3 プロセス設計に向けた実証からの知見 

 アイデアソン等のプロセスの実証を通じて，データソ

ン設計に向けて得られた知見は以下の 4点である． 

①自治体，市民の共創：自治体担当者と参加者がワーク

ショップを通じて課題意識を共有したことで，既存の

データをもとに生成すべきデータを明らかにできた． 

②オープンデータ生成手法の構築：アイデアソンはオー

プンデータの生成を目的としたプロセスではないため，

アイデアソンとは別に地域課題を発見，分析するため

のオープンデータを生成するための場が必要である． 

③地域に密着したデータの利用可能性：地域のガイドマ

ップ等既存の地域に密着したデータは参加者の地域課

題の発見，地域の理解のために有用だと判断される． 

④参加者の支援：非プログラマの参加者にオープンデー

タの探し方，利用方法等を伝える必要がある． 

 

4 オープンデータ生成手法の設計 
オープンデータ生成手法として設計するデータソンは

市民，自治体によるオープンデータ生成のプロセスとオ

ープンデータ生成支援のプロセスを合わせて構築する．

例えば，市民が生活，地域に密着したデータ，写真，音

など多様なデータを収集し，自治体の担当者と共に，そ

れらのデータがどのような課題に利用できるか，どのよ

うな形式で公開すれば良いかを検証し，データの質を高

めてオープンデータとして公開するプロセスを複数回の

ワークショップで行うことを想定する．また，多様なス

テークホルダの参加を想定し，オープンデータ利用の支

援プロセスも設置する．構築したプロセスを図 1 に示す． 

 

5 考察・今後の課題 
 実証からアイデアソン等のイベントとは別に，ワーク

ショップで自治体と市民が地域課題を共有し，オープン

データ生成を共創することで，地域課題に沿ったオープ

ンデータが生成できる可能性が考えられる．また，多様

なステークホルダの参加で多様な地域の課題の創出が可

能になるとも考えられる．今後の課題として，自治体に

よるオープンデータの提供状況の調査，自治体，市民の

オープンデータ生成手法プロセスの詳細な調査等を行い，

全国の自治体に共通するオープンデータ生成の課題を精

査したい．本手法がオープンデータのオープンデータ生

成にとどまらず，地域課題の発見から解決を支援する手

法として利用できるよう，本手法に必要となる機能を引

き続き検証して手法の改善を行いたいと考えている． 
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図 1 オープンデータ生成プロセス 
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